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第1708回例会　令和6年7月30日（火）

■ 点　鐘 12：30

伊那中央ロータリー讃歌　　　鈴木一比古ソングリーダー■ ソング  

ロータリーのマジック

■ ゲスト・ビジター紹介

・国際ロータリー第 2600 地区
  インターアクト委員長　小池 晃  様

■ 卓　話 小池晃委員長よりリモートで卓話をしていただきました。
・本日の卓話について　　　井上修地区インターアクト委員
　令和 6年 7月 13 日の第一回インターアクト地区委員会の中で、ロータリアンの危機意識 (DEI 関連 ) につ
いて再度認識をして欲しいとの強い要望が、危機管理委員会・桑澤カウンセラー様からあり、本日はその問
題点をインターアクト委員会の小池委員長よりズームで伺った。例会は静まりかえり真剣に耳を傾ける会員
ばかりで、例会後、実に参考になったという意見があった。

2024-2025 RI会長
ステファニー A.
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＜米国ペンシルバニア州＞

2024-2025 国際ロータリーのテーマ



■ ニコニコボックス

◆熊谷健

◆小椋文成

◆伊藤かおり
◆井上修
◆田中洋

今日は、2600地区インターアクト小委員長  小池晃委員長、 卓話をよろしくお願い致します。
暑さに加え、パリオリンピックのおかげで寝不足の日々が続いています。会員のみなさ
ま、くれぐれもお体に気をつけて下さい。
小池晃委員長、本日の卓話よろしくお願いいたします。
あっという間の1ヶ月でした。あと11ヶ月！頑張ります。
本日は、地区インターアクト小委員会 小池委員長、卓話ありがとうございます。
本日のDEIのリモート講座、宜しくお願いします。インターアクト委員長 小池さんです。
暑中お見舞い申し上げます。
今年度のクラブ計画書が仕上りました。大変お世話になりました。ありがとうございました。

■ 会長談話 熊谷健会長
　毎日暑い日が続きます。会員の皆様には、夏バテや熱中症に気を付けられ日々お過
ごしください。
　先週は、残念ながら赤穂高校が県大会準決勝で敗れました。なかなか見応えのある
試合でしたが、あと一歩届かずの惜敗でした。高重監督のもと、また来年の活躍を期
待します。

　また、先週から、パリオリンピックが開催されています。日本勢は、幸先よくメダルラッシュが続いてい
ますが、私は毎晩寝不足気味の日々を過ごしています。昨日も一昨日も、柔道やスケートボードの観戦に夢
中になり、床に就いたのが１時を回っていました。
　パリ五輪は、２０６の国及び地域から 1 万１０００人の選手（内日本選手は４０９人）が参加していると
いうことです。参加者の約半数が女性です。近代オリンピックがアテネで開催されたのが、１８９６年。そ
の時の女性の参加者はゼロでした。それから約１３０年経って、女性の参加者が５０００人を超え、また、
肌の色の違う選手が同じフィールドで対等に競い合い、現代のオリンピックはまさに DEI をスポーツで実
現しようとしています。

　また、オリンピックが終わると、パリではパラリンピックが開催されます。世界で最も優れたパラリンピッ
ク選手約４４００人が一堂に会して競技を行います。ご存じのとおり、パラリンピックは単なるスポーツイ
ベントではなく、スポーツと障がいについての世界的な関心と注目を集め、参加者を励まし、そのことが障
がいを持つ人々にスポーツ参加を促す機会となっています。このことは我々にインクルージョンを教えてく
れます。

　DEI のうち、ダイバーシティ（多様性）とは、「性別、性的指向、肌の色や民族、国籍、宗教、年齢や世代、
心身の障害の有無など、人々の違いや多様性を尊重すること」を云います。
　エクイティ（公平性）とは、「情報や機会、資源などへのアクセスなどにおいて、全ての人に公平な扱い
をしよう。」というものであり、
　さらにインクルージョン（包摂性）とは、「どのような人であってもメンバーとして歓迎され、尊重され、
支援され、評価されることができるような環境を整備すること。」とされています。
　この 3 つの考えを総称して DEI 又は DE&I といい、（これはロータリーだけでなく）個人や社会が育んで
行くべき概念、また企業経営や政策決定に必要な理念として、現在、至るところでクローズアップされてい
ます。
　この考えの根底にあるのは「人権の尊重」であり、対義語は「差別」であると考えます。DEI の理念は、
言い方を換えれば「差別をなくす。」ということであるとも言えます。
　私は、ロータリーにおける DEI を（あるいは社会における DEI を）、どのように考えればいいのか？具体
的にどのような行動を起こしていくべきか？ということを１年かけて皆さんと勉強していきたいと思ってい
ます。
　今日は、オリンピック・パラリンピックからDEI の話をさせていただきましたが、今後も色々な話題から、
DEI との関係について話をさせていただきたいと思います。



次回例会
8月 6日（火）

12:00 ～　高尾公園にて「アオギリ例会」
　　　　　　　　　　　　  12:30 ～　例会場にて通常例会

■ 点　鐘 13：30

小椋文成幹事　　　幹事報告は別紙をご覧ください。■ 幹事報告

会員数46名　　出席免除会員5名　　長欠会員1名　　本日出席者25名　　事前メイク2名　　
出席率67.5％　　前回出席率 修正なし

■ 出席報告

■ 委員会報告

・7月28日（日）ロータリー財団地区補助金説明会の報告　　　小椋文成幹事
　白鳥ガバナーから挨拶がありました。
　7 月現在上沢年度より会員が 30 名減少し、現在 1773 名になっているので 50 名の
クラブでは 3名増強をお願いしている。ぜひ増強をお願いしたい。
　まず滝沢地区補助金小委員長から、今回の事業の採択に至るまでの経過について説
明がありました。3 月 10 日の締め切りまでに 36 クラブ 36 プロジェクトの申請があ

りました。これは昨年よりも6クラブの減少という事でした。3月から4月に申請書の審査を実施したのち、
ガバナー・財団委員長の出席のもと審査結果を報告し、補助金配分金額を承認されました。その後 5月にロー
タリー財団へ一括申請をして 7 月に承認の連絡があったという説明でした。今後、7 月下旬から 8 月上旬に
財団から地区専用口座へ入金され各クラブへ送金を行うので、事業実施をしていってほしいとの説明でした。
　次に村田財団資金管理会計小委員長より管理及び報告書の作成について説明がありました。補助金の使用
管理について、不適切な処理が行われた場合地区全体に影響が出るので慎重に行ってほしいなど、補助金と
報告書について詳しい説明を聞きましたが、これだけ手続きや管理などで基準が厳しくなっていくと、財団
寄附をしてまで、補助金をもらって事業を行うことを選ぶクラブが減っていくように感じました。


